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各 国 公 立 大 学 法 人 担 当 課 

大学を設置する各地方公共団体担当課 

高等専門学校を設置する各都道府県・指定都市教育委員会担当課 

各 文 部 科 学 大 臣 所 轄 学 校 法 人 担 当 課 

大学を設置する各学校設置会社担当課 

大学又は高等専門学校を設置する公立大学法人を 

設 立 す る 各 地 方 公 共 団 体 担 当 課 御中 

独立行政法人国立高等専門学校機構担当課 

厚 生 労 働 省 医 政 局 長 

厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 長 

 

 

文部科学省 

高等教育局長 

池 田 貴 城 

 

 

総合教育政策局長 

藤 江 陽 子  
 
 

 

「高等教育の資格の承認に関する世界規約」の締結について（通知） 

 

 この度、我が国は、国際連合教育科学文化機関（以下「ユネスコ」という。）

の枠組みの下で採択された「高等教育の資格の承認に関する世界規約」（本日

現在、未発効。以下「世界規約」という。）を締結しましたのでお知らせしま

す。 

 我が国は、２０１８年に発効した「高等教育の資格の承認に関するアジア太

平洋地域規約」（以下「東京規約」という。）を締結しており、同地域での高

等教育の資格の承認等の促進や高等教育の国際化に貢献してきました。 

世界規約は、東京規約などの地域規約と協調し、相乗効果を発揮して、高等

教育の資格の承認のための包摂的な世界的枠組みを提供し、高等教育における

学生及び研究者等の世界的な移動を容易にするとともに､国際協力を促進し､及

び強化すること等を目的として、高等教育の資格を承認し、又は評定するため

の原則、基準及び権利義務関係を定めるとともに、高等教育機関等に関する情

報の共有等について規定するものです。 



 世界規約は、２０番目の批准書、受諾書、承認書又は加入書が寄託された日

の後､３箇月で発効することとされています。 

今後、文部科学省においては、世界規約の趣旨を踏まえ、国内におけるガイ

ドラインを策定することとしています。 

また、我が国においては、世界規約に基づく国内情報センターを東京規約と

同様に独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の「高等教育資格承認情報セ

ンター（NIC-Japan）」が担当し、国内外の資格等の承認に資する高等教育制度

等の情報提供、問合せ対応などを行います。 

世界規約の概要及び条文は別添１及び２のとおりですので、十分に御了知の

上、国公立大学法人におかれてはその設置する大学等に対して、独立行政法人

国立高等専門学校機構におかれてはその設置する高等専門学校に対して、大学

又は高等専門学校を設置する地方公共団体及び文部科学大臣所轄学校法人にお

かれてはその設置する大学等に対して、大学を設置する学校設置会社におかれ

てはその設置する大学に対して、厚生労働省におかれては、所管の専修学校に

対して、本件について周知いただくとともに、我が国における取組がより一層

推進されますよう御協力願います。 

 

（別添資料） 

別添１ 高等教育の資格の承認に関する世界規約（概要） 

別添２ 高等教育の資格の承認に関する世界規約（和文テキスト（訳文））  

 
 【参考】 

○高等教育の資格の承認に関するアジア太平洋地域規約（和文テキスト（訳文））

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shitu/1399120.htm 

○高等教育の資格の承認に関するガイドライン～高等教育の資格の承認に関する

アジア太平洋地域規約～ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shitu/1404607.htm 
○高等教育資格承認情報センター（NIC-Japan） 

https://www.nicjp.niad.ac.jp/ 

 
 
  本件連絡先 

  文部科学省高等教育局 
  高等教育国際戦略プロジェクトチーム 
  電 話：03-5253-4111（代表）（内線 2060、2564) 
  E-mail：kotokoku@mext.go.jp 



（注）ノルウェー、ニカラグア、エストニア、フランス、ルーマニア、チュニジア、クロアチア、バチカン、リトアニア、アルメニア、英国、コー
トジボワール、キューバ、パレスチナ（※我が国は、国家として承認していない。）、スウェーデン及びスロバキア（寄託順）。

ユネスコ「高等教育の資格の承認に関する世界規約」について

 ユネスコは、1970年代以降、学修経験の承認を他の国においても衡平・公正に取り扱うことの
重要性を認識し、高等教育の資格(入学資格、単位、学位を含む)の承認等を促進させること
を目的に、6つの「地域規約」を採択（いずれも発効済）。

 グローバル化の更なる進展等を受け、 地域規約と協調して相乗効果を発揮する目的で、
2019年第40回ユネスコ総会にて「高等教育の資格の承認に関する世界規約」を採択。

◆ 締約国における資格の承認は、透明性のある、公正な、時宜を得た及び無差別なものであるべきで
ある。（第3条）

◆ 締約国は、資格等の内容に実質的な相違がない限り、他の締約国が付与した入学資格や学位等の
資格（オンライン学習等を通じて取得された資格を含む）を承認し、又は評定する。また、単位など
の部分的な修学及び従前の学習を承認し、又は評定することができる。（第4条～第6条）

◆ 各締約国は、公式の「国内情報センター(注)」を設立し、及び維持し､自国の高等教育制度等に関す
る情報へのアクセスを提供する。（第8条）

（注）日本国内においては、（独）大学改革支援・学位授与機構に設置されている「高等教育資格承認情報センター」が担当予定

主な内容

締結の意義背景
【個人（学生等）のメリット】

旧規約（14）
▼

改正規約*（0）

中東

旧規約（46）
▼

リスボン承認規約（54）

欧州及び北米

旧規約（23）
▼

アディス・アベバ規約（13）

アフリカ

地域間規約（12）
地中海

旧規約（19）
▼

ブエノスアイレス規約*（3）

中南米

旧規約（21）
▼

東京規約（12）
2011年採択、2018年発効
※我が国は2017年12月に締結

アジア太平洋

高等教育を受ける機会

◆世界の各地域から我が国への
外国人留学生の受入れに寄与。

◆世界の各地域への日本人学生
の海外留学の送り出しに寄与。

◆高等教育の国際化に対する我が
国の積極的な姿勢を内外に示す
ことができる。

【我が国のメリット】

６つの地域規約と協調して相乗効果を発揮して高等教育の資格の承
認のための包摂的な世界的枠組みを提供し､高等教育における学生等
の世界的な移動を容易にするとともに、国際協力を促進・強化。
(20カ国の締結により発効：2022年８月現在16カ国（注）が締結）

世界規約

他の締約国の
大学や大学院等への
進学を希望する個人

教育制度の異なる
他の締約国においても

入学試験を受験する機会を確保

資格の承認

※（ ）内は締約国数、 *は未発効の規約
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（
訳
文
）

高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
世
界
規
約

前
文

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
以
下
「
ユ
ネ
ス
コ
」
と
い
う
。
）
の
総
会
は
、
二
千
十
九
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
パ
リ
に
お
い
て
そ
の
第
四
十
回
会
期
と
し
て
会
合
し
、

締
約
国
間
の
教
育
的
、
地
理
的
、
人
道
的
、
文
化
的
、
科
学
的
及
び
社
会
経
済
的
な
き
ず
な
を
強
化
し
、
並
び
に
地
域
間
の

対
話
並
び
に
承
認
に
関
す
る
締
約
国
の
文
書
及
び
慣
行
の
共
有
を
促
進
す
る
と
い
う
共
通
の
意
思
に
動
か
さ
れ
、

「
こ
の
機
関
の
目
的
は
、
教
育
、
科
学
及
び
文
化
を
通
じ
て
諸
国
民
の
間
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和
及
び

安
全
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
憲
章
を
想
起
し
、

千
九
百
四
十
五
年
の
国
際
連
合
憲
章
、
千
九
百
四
十
八
年
の
世
界
人
権
宣
言
、
千
九
百
五
十
一
年
の
難
民
の
地
位
に
関
す
る

条
約
及
び
千
九
百
六
十
七
年
の
難
民
の
地
位
に
関
す
る
議
定
書
、
千
九
百
五
十
四
年
の
無
国
籍
者
の
地
位
に
関
す
る
条
約
、
千

九
百
六
十
年
の
ユ
ネ
ス
コ
の
教
育
に
お
け
る
差
別
の
防
止
に
関
す
る
条
約
（
特
に
、
第
四
条

の
規
定
）
、
千
九
百
六
十
六
年

(a)
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の
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
並
び
に
千
九
百
八
十
九
年
の
ユ
ネ
ス
コ
の
技
術
教
育
及
び
職
業
教

育
に
関
す
る
条
約
の
規
定
に
留
意
し
、

千
九
百
九
十
三
年
の
高
等
教
育
に
お
け
る
修
学
及
び
資
格
の
承
認
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
勧
告
、
千
九
百
九
十
七
年
の
高
等

教
育
の
教
員
の
地
位
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
勧
告
、
二
千
七
年
の
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
及
び
二
千
十
七

年
の
科
学
及
び
科
学
研
究
者
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
勧
告
に
留
意
し
、

高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
地
域
規
約
に
立
脚
し
、

全
て
の
段
階
に
お
け
る
包
摂
的
か
つ
衡
平
な
質
の
高
い
教
育
及
び
全
て
の
人
の
生
涯
学
習
の
機
会
を
促
進
す
る
締
約
国
の
責

任
を
再
確
認
し
、

高
等
教
育
に
お
け
る
国
際
協
力
の
増
進
、
学
生
、
労
働
者
、
専
門
家
、
研
究
者
及
び
学
者
の
移
動
、
科
学
研
究
に
お
け
る
変

化
並
び
に
教
授
及
び
学
習
に
お
け
る
異
な
る
形
態
、
方
法
、
発
展
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
、

公
立
及
び
私
立
の
双
方
の
機
関
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
高
等
教
育
が
公
共
財
及
び
公
の
責
任
で
あ
る
と
認
め
る
と
と
も
に
、

学
問
の
自
由
の
原
則
及
び
高
等
教
育
機
関
の
自
律
性
の
原
則
を
支
持
し
、
及
び
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

高
等
教
育
の
資
格
の
国
際
的
な
承
認
が
、
学
習
者
及
び
学
習
、
学
者
、
科
学
研
究
及
び
研
究
者
並
び
に
労
働
者
及
び
専
門
家
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の
移
動
を
通
じ
て
相
互
に
依
存
し
た
学
習
及
び
知
識
の
発
展
を
容
易
に
し
、
並
び
に
高
等
教
育
に
お
け
る
国
際
協
力
を
強
化
す

る
こ
と
を
確
信
し
、

締
約
国
間
の
文
化
の
多
様
性
（
特
に
、
教
育
に
係
る
伝
統
及
び
高
等
教
育
に
係
る
価
値
観
に
関
す
る
相
違
を
含
む
。
）
を
尊

重
し
、

高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
地
域
規
約
を
補
完
す
る
た
め
の
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
世
界

規
約
の
必
要
性
に
対
応
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
規
約
の
間
の
一
貫
性
を
高
め
る
こ
と
を
希
望
し
、

承
認
に
関
す
る
慣
行
を
世
界
的
に
改
善
す
る
た
め
の
共
通
の
、
実
際
的
な
及
び
透
明
性
の
あ
る
解
決
策
を
見
い
だ
す
必
要
が

あ
る
こ
と
を
確
信
し
、

こ
の
規
約
が
、
国
際
的
な
移
動
、
承
認
の
た
め
の
公
正
な
か
つ
透
明
性
の
あ
る
手
続
に
関
す
る
連
絡
及
び
協
力
並
び
に
世
界

的
な
規
模
で
の
高
等
教
育
の
質
の
保
証
及
び
学
問
的
誠
実
性
を
促
進
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
、

こ
の
規
約
を
二
千
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
に
採
択
す
る
。

第
一
章

用
語
の
定
義

第
一
条
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こ
の
規
約
の
適
用
上
、
次
の
定
義
を
適
用
す
る
。

「
（
高
等
教
育
を
）
受
け
る
機
会
」
と
は
、
資
格
を
有
す
る
個
人
に
与
え
ら
れ
る
権
利
で
あ
っ
て
、
高
等
教
育
の
段
階
へ
の

入
学
許
可
を
申
請
し
、
当
該
入
学
許
可
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

「
（
高
等
教
育
機
関
又
は
高
等
教
育
課
程
へ
の
）
入
学
許
可
」
と
は
、
資
格
を
有
す
る
申
請
者
に
よ
る
特
定
の
機
関
又
は
特

定
の
課
程
に
お
け
る
高
等
教
育
の
履
修
を
認
め
る
行
為
又
は
制
度
を
い
う
。

「
申
請
者
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

評
定
又
は
承
認
を
受
け
る
た
め
、
資
格
、
部
分
的
な
修
学
又
は
従
前
の
学
習
を
権
限
の
あ
る
承
認
当
局
に
提
出
す
る
個

(a)
人

個
人
の
同
意
を
得
て
当
該
個
人
に
代
わ
っ
て
行
動
す
る
機
関

(b)「
評
定
」
と
は
、
資
格
の
評
価
に
従
事
す
る
権
限
の
あ
る
承
認
当
局
が
申
請
者
の
資
格
、
部
分
的
な
修
学
又
は
従
前
の
学
習

に
対
し
て
行
う
評
価
を
い
う
。

「
権
限
の
あ
る
当
局
」
と
は
、
指
定
さ
れ
た
任
務
を
遂
行
す
る
権
能
、
能
力
又
は
法
的
権
限
を
有
す
る
個
人
又
は
機
関
を
い

う
。
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「
権
限
の
あ
る
承
認
当
局
」
と
は
、
締
約
国
の
法
令
、
政
策
又
は
慣
行
に
従
っ
て
、
資
格
を
評
定
し
、
又
は
資
格
の
承
認
に

つ
い
て
決
定
を
行
う
機
関
を
い
う
。

「
構
成
単
位
」
と
は
、
第
二
十
条
（
憲
法
上
の
連
邦
制
又
は
非
単
一
制
）

に
規
定
す
る
締
約
国
の
地
方
の
段
階
を
管
轄
す

(b)

る
公
的
機
関
（
州
、
郡
、
県
等
）
を
い
う
。

「
国
境
を
越
え
る
教
育
」
と
は
、
人
、
知
識
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
提
供
者
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
締
約
国
の
国
境
を
越
え
る
動

き
を
伴
う
全
て
の
形
態
の
教
育
の
提
供
（
質
の
保
証
さ
れ
た
国
際
的
な
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
の
課
程
、
国
境
を
越
え
る

高
等
教
育
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
教
育
、
オ
フ
シ
ョ
ア
教
育
及
び
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
教
育
を
含
む
。
）
を
い
う
。

「
避
難
民
」
と
は
、
自
己
の
所
在
地
又
は
環
境
及
び
職
業
上
の
活
動
か
ら
別
の
場
所
又
は
環
境
へ
移
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た

個
人
を
い
う
。

「
正
規
の
教
育
制
度
」
と
は
、
締
約
国
の
教
育
制
度
（
教
育
に
責
任
を
有
す
る
公
式
に
承
認
さ
れ
た
全
て
の
機
関
並
び
に
締

約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
及
び
教
授
そ
の
他
の
教
育
関
連
の
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
を
認
可
さ
れ
た
全
て

の
段
階
の
公
立
及
び
私
立
の
教
育
機
関
を
含
む
。
）
を
い
う
。

「
正
規
の
学
習
」
と
は
、
系
統
立
っ
た
学
習
環
境
に
お
け
る
活
動
か
ら
得
ら
れ
る
学
習
で
あ
っ
て
、
正
式
な
資
格
の
取
得
に
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つ
な
が
り
、
か
つ
、
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
及
び
そ
の
よ
う
な
学
習
活
動
を
提
供
す
る
こ
と
を
認
可

さ
れ
た
教
育
機
関
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

「
高
等
教
育
」
と
は
、
中
等
教
育
後
の
段
階
の
全
て
の
種
類
の
修
学
の
課
程
又
は
一
連
の
修
学
の
講
座
で
あ
っ
て
、
締
約
国

又
は
そ
の
構
成
単
位
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
自
国
の
高
等
教
育
制
度
に
属
す
る
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。

「
高
等
教
育
機
関
」
と
は
、
高
等
教
育
を
提
供
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
の
権
限
の
あ
る
当
局
が

自
国
の
高
等
教
育
制
度
に
属
す
る
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。

「
高
等
教
育
課
程
」
と
は
、
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
自
国
の
高
等
教
育
制
度
に
属
す
る
と
認
め

る
中
等
教
育
後
の
修
学
の
課
程
で
あ
っ
て
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
学
生
に
対
し
て
高
等
教
育
の
資
格
を
付
与
す
る
も
の
を
い

う
。「

形
式
に
よ
ら
な
い
学
習
」
と
は
、
正
規
の
教
育
制
度
外
で
行
わ
れ
る
学
習
で
あ
っ
て
、
労
働
、
家
庭
、
地
域
社
会
又
は
余

暇
に
関
連
す
る
日
常
生
活
の
活
動
に
基
づ
く
も
の
を
い
う
。

「
国
際
的
な
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
」
と
は
、
国
境
を
越
え
る
教
育
の
学
位
の
一
種
で
あ
っ
て
、
二
以
上
の
国
に
属
す

る
二
以
上
の
高
等
教
育
機
関
が
、
統
合
さ
れ
、
調
整
さ
れ
、
及
び
共
同
で
提
供
す
る
課
程
の
修
了
に
際
し
、
共
同
で
承
認
し
、
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又
は
認
可
し
、
及
び
付
与
す
る
単
一
の
学
位
を
い
う
。

「
学
習
成
果
」
と
は
、
学
習
者
が
学
習
の
過
程
を
終
え
る
時
点
で
取
得
し
て
い
る
知
識
及
び
技
能
を
い
う
。

「
生
涯
学
習
」
と
は
、
全
て
の
学
習
活
動
の
過
程
（
正
規
の
学
習
、
正
規
で
な
い
学
習
又
は
形
式
に
よ
ら
な
い
学
習
の
い
ず

れ
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。
）
で
あ
っ
て
、
生
涯
の
全
て
の
期
間
を
対
象
と
し
、
並
び
に
人
の
才
能
、
知
識
、
技
能
、
態
度
及

び
能
力
を
向
上
さ
せ
、
及
び
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。

「
移
動
」
と
は
、
修
学
、
研
究
、
教
授
又
は
労
働
を
目
的
と
す
る
個
人
の
自
国
の
外
へ
の
物
理
的
な
又
は
仮
想
の
動
き
を
い

う
。「

正
規
で
な
い
学
習
」
と
は
、
労
働
生
活
に
重
点
を
置
き
、
及
び
正
規
の
教
育
制
度
に
属
し
な
い
教
育
又
は
訓
練
の
枠
組
み

内
で
達
成
さ
れ
る
学
習
を
い
う
。

「
非
伝
統
的
な
学
習
形
態
」
と
は
、
教
育
課
程
及
び
学
習
活
動
の
提
供
の
た
め
の
正
規
の
手
段
、
正
規
で
な
い
手
段
及
び
形

式
に
よ
ら
な
い
手
段
で
あ
っ
て
、
教
育
者
と
学
習
者
と
の
間
の
対
面
に
よ
る
や
り
取
り
に
主
と
し
て
依
拠
し
な
い
も
の
を
い

う
。「

部
分
的
な
承
認
」
と
は
、
権
限
の
あ
る
承
認
当
局
が
、
実
質
的
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て



8

完
全
な
か
つ
修
了
し
た
資
格
を
完
全
に
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
当
該
資
格
に
対
し
て
与
え
る
部
分
的
な
承
認
を

い
う
。

「
部
分
的
な
修
学
」
と
は
、
高
等
教
育
課
程
の
一
部
で
あ
っ
て
、
評
価
の
結
果
、
そ
れ
自
体
は
完
結
し
た
課
程
で
は
な
い

が
、
知
識
、
技
能
、
態
度
及
び
能
力
の
相
当
な
程
度
の
取
得
に
相
当
す
る
も
の
を
い
う
。

「
従
前
の
学
習
」
と
は
、
正
規
の
学
習
、
正
規
で
な
い
学
習
又
は
形
式
に
よ
ら
な
い
学
習
の
結
果
と
し
て
個
人
が
取
得
し
た

経
験
、
知
識
、
技
能
、
態
度
及
び
能
力
で
あ
っ
て
、
特
定
の
一
連
の
学
習
成
果
、
目
的
又
は
水
準
に
照
ら
し
て
評
定
さ
れ
る
も

の
を
い
う
。

「
資
格
」
に
関
し
、

「
高
等
教
育
の
資
格
」
と
は
、
権
限
の
あ
る
当
局
が
付
与
す
る
学
位
、
修
了
証
書
、
証
明
書
又
は
賞
で
あ
っ
て
、
高
等

(a)
教
育
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
又
は
該
当
す
る
場
合
に
は
従
前
の
学
習
が
認
証
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
を
い
う
。

「
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
資
格
」
と
は
、
権
限
の
あ
る
当
局
が
付
与
す
る
学
位
、
修
了
証
書
、
証
明
書
又

(b)
は
賞
で
あ
っ
て
、
教
育
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
又
は
該
当
す
る
場
合
に
は
従
前
の
学
習
が
認
証
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
、

及
び
当
該
資
格
を
有
す
る
者
に
対
し
て
高
等
教
育
へ
の
入
学
許
可
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
権
利
を
与
え
る
も
の
を
い
う
。
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「
資
格
を
有
す
る
申
請
者
」
と
は
、
関
連
す
る
基
準
を
満
た
し
、
か
つ
、
高
等
教
育
へ
の
入
学
許
可
を
申
請
す
る
た
め
の
適

格
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
個
人
を
い
う
。

「
資
格
の
枠
組
み
」
と
は
、
一
連
の
基
準
に
従
い
、
質
の
保
証
さ
れ
た
資
格
を
分
類
し
、
公
表
し
、
及
び
構
成
す
る
た
め
の

制
度
を
い
う
。

「
質
の
保
証
」
と
は
、
一
又
は
二
以
上
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
高
等
教
育
制
度
、
高
等
教
育
機
関
又
は
高
等
教
育
課
程
の
質

を
評
定
す
る
継
続
的
な
過
程
で
あ
っ
て
、
利
害
関
係
者
に
対
し
て
受
入
れ
可
能
な
教
育
水
準
が
継
続
し
て
維
持
さ
れ
、
及
び
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
行
う
も
の
を
い
う
。

「
承
認
」
と
は
、
申
請
者
に
対
し
て
少
な
く
と
も
次
の
い
ず
れ
か
の
事
項
を
含
む
結
果
を
提
供
す
る
た
め
、
権
限
の
あ
る
承

認
当
局
が
外
国
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
教
育
の
資
格
、
部
分
的
な
修
学
又
は
従
前
の
学
習
の
有
効
性
及
び
学
術
レ
ベ
ル
に
つ
い

て
行
う
正
式
な
確
認
を
い
う
。

高
等
教
育
へ
の
入
学
許
可
を
申
請
す
る
権
利

(a)

雇
用
の
機
会
を
求
め
る
可
能
性

(b)「
地
域
」
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
地
域
的
な
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
定
義
に
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従
っ
て
特
定
す
る
い
ず
れ
か
の
地
域
（
ア
フ
リ
カ
、
ア
ラ
ブ
諸
国
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
欧
州
並
び
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
及
び

カ
リ
ブ
）
を
い
う
。

「
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
」
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
各
地
域
に
お
け
る
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
規

約
（
地
中
海
沿
岸
の
ア
ラ
ブ
諸
国
及
び
欧
州
諸
国
に
お
け
る
高
等
教
育
に
係
る
修
学
、
修
了
証
書
及
び
学
位
の
承
認
に
関
す
る

規
約
を
含
む
。
）
を
い
う
。

「
要
件
」
に
関
し
、

「
一
般
要
件
」
と
は
、
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
若
し
く
は
特
定
の
段
階
の
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
の
た
め
、
又
は

(a)
特
定
の
段
階
の
高
等
教
育
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
を
い
う
。

「
特
定
の
要
件
」
と
は
、
特
定
の
高
等
教
育
課
程
へ
の
入
学
許
可
の
た
め
、
又
は
特
定
の
修
学
分
野
に
お
け
る
特
定
の

(b)
高
等
教
育
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
一
般
要
件
に
加
え
て
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
を
い
う
。

「
実
質
的
な
相
違
」
と
は
、
外
国
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
資
格
と
締
約
国
に
お
け
る
資
格
と
の
間
の
相
当
な
相
違
で
あ
っ

て
、
申
請
者
が
希
望
す
る
活
動
（
更
な
る
修
学
、
研
究
活
動
及
び
雇
用
の
機
会
を
含
む
。
）
に
従
事
す
る
こ
と
の
実
現
を
妨
げ

る
可
能
性
が
高
い
も
の
を
い
う
。
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第
二
章

こ
の
規
約
の
目
的

第
二
条

こ
の
規
約
は
、
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
の
調
整
、
改
正
及
び
成
果
に
立
脚
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
を
助
長
し
つ
つ
、
次
の
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

１

高
等
教
育
に
お
け
る
国
際
協
力
を
促
進
し
、
及
び
強
化
す
る
こ
と
。

２

高
等
教
育
に
お
け
る
国
際
協
力
の
た
め
の
地
域
間
の
取
組
、
政
策
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
こ
と
。

３

締
約
国
の
高
等
教
育
制
度
の
多
様
性
を
理
解
し
、
及
び
尊
重
し
た
上
で
、
締
約
国
の
資
格
を
有
す
る
者
、
高
等
教
育
機

関
、
雇
用
者
そ
の
他
の
関
連
す
る
利
害
関
係
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
、
世
界
的
な
移
動
及
び
高
等
教
育
に
お

け
る
価
値
の
達
成
を
容
易
に
す
る
こ
と
。

４

公
正
な
、
透
明
性
及
び
整
合
性
の
あ
る
、
一
貫
し
た
、
時
宜
を
得
た
並
び
に
信
頼
で
き
る
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
の
た

め
の
包
摂
的
な
世
界
的
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
。

５

高
等
教
育
機
関
及
び
高
等
教
育
制
度
の
自
律
性
及
び
多
様
性
を
尊
重
し
、
支
持
し
、
及
び
保
護
す
る
こ
と
。

６

特
に
誠
実
性
及
び
倫
理
的
な
慣
行
を
促
進
す
る
こ
と
を
通
じ
、
資
格
の
質
及
び
信
頼
性
に
対
す
る
信
用
及
び
信
頼
を
高
め
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る
こ
と
。

７

高
等
教
育
機
関
及
び
高
等
教
育
制
度
に
お
け
る
質
の
保
証
に
係
る
文
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
移
動
を
支
援

す
る
た
め
、
質
の
保
証
、
資
格
の
枠
組
み
及
び
資
格
の
承
認
に
お
け
る
信
頼
性
、
整
合
性
及
び
補
完
性
の
確
保
に
必
要
な
能

力
を
開
発
す
る
こ
と
。

８

利
害
関
係
者
、
締
約
国
及
び
地
域
の
間
に
お
い
て
、
利
用
可
能
な
、
最
新
の
、
信
頼
で
き
る
、
透
明
性
の
あ
る
及
び
関
連

す
る
情
報
の
拡
充
、
収
集
及
び
共
有
並
び
に
最
良
の
慣
行
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
。

９

資
格
の
承
認
を
通
じ
、
質
の
高
い
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
が
包
摂
的
か
つ
衡
平
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
促
進
し
、
及
び

全
て
の
人
（
難
民
及
び
避
難
民
を
含
む
。
）
の
生
涯
学
習
の
機
会
を
支
援
す
る
こ
と
。

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人
材
及
び
教
育
資
源
を
最
も
適
当
な
形
で
利
用
す

10
る
こ
と
を
世
界
的
に
促
す
と
と
も
に
、
全
て
の
社
会
の
構
造
的
、
経
済
的
、
技
術
的
、
文
化
的
、
民
主
的
及
び
社
会
的
な
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
。

第
三
章

高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
基
本
原
則

第
三
条
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こ
の
規
約
は
、
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
の
た
め
、
次
の
原
則
を
定
め
る
。

１

個
人
は
、
高
等
教
育
に
お
け
る
修
学
へ
の
入
学
許
可
を
申
請
す
る
こ
と
又
は
雇
用
の
機
会
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
自
己
の
資
格
に
つ
い
て
評
定
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。

２

資
格
の
承
認
は
、
各
締
約
国
の
規
則
に
従
い
、
透
明
性
の
あ
る
、
公
正
な
、
時
宜
を
得
た
及
び
無
差
別
な
も
の
で
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
ま
た
、
負
担
し
や
す
い
費
用
の
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

３

承
認
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
信
用
、
明
確
な
基
準
並
び
に
公
正
な
、
透
明
性
の
あ
る
及
び
無
差
別
な
手
続
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
雇
用
の
機
会
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
公
共
財
と
し
て
の
衡
平
に
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
の
基
本
的

な
重
要
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

４

承
認
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
高
等
教
育
制
度
、
高
等
教
育
機
関
、
高
等
教
育
課
程
及
び
高
等
教
育
の
質
の
保
証
の
た
め
の

仕
組
み
に
つ
い
て
の
適
当
な
、
信
頼
で
き
る
、
利
用
可
能
な
及
び
最
新
の
情
報
で
あ
っ
て
、
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
、

公
式
の
国
内
情
報
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
類
似
の
機
関
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

５

承
認
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
全
世
界
に
お
け
る
高
等
教
育
制
度
の
多
様
性
に
十
分
な
考
慮
を
払
い
つ
つ
行
う
。

６

承
認
に
つ
い
て
の
評
定
を
行
う
権
限
の
あ
る
承
認
当
局
は
、
誠
意
を
も
っ
て
評
定
を
行
い
、
そ
の
決
定
に
は
明
確
な
理
由
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を
付
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
承
認
に
つ
い
て
の
決
定
に
対
し
て
不
服
申
立
て
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
を
設
け
る
。

７

資
格
の
承
認
を
求
め
る
申
請
者
は
、
取
得
し
た
資
格
に
関
す
る
適
切
か
つ
正
確
な
情
報
及
び
書
類
を
誠
意
を
も
っ
て
提
供

す
る
。
資
格
の
承
認
を
求
め
る
申
請
者
は
、
不
服
申
立
て
を
行
う
権
利
を
有
す
る
。

８

締
約
国
は
、
最
新
の
技
術
の
使
用
及
び
締
約
国
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
奨
励
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
等
教
育
の
資

格
に
関
す
る
全
て
の
形
態
の
不
正
な
慣
行
を
根
絶
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
四
章

締
約
国
の
義
務

こ
の
規
約
は
、
締
約
国
に
対
し
て
、
次
の
義
務
を
定
め
る
。

第
四
条

高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
資
格
の
承
認

１

各
締
約
国
は
、
資
格
が
取
得
さ
れ
た
締
約
国
に
お
け
る
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
の
た
め
の
一
般
要
件
と
当
該
資
格
の
承

認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
に
お
け
る
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
の
た
め
の
一
般
要
件
と
の
間
に
実
質
的
な
相
違
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
自
国
の
高
等
教
育
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
他
の

締
約
国
に
お
い
て
取
得
さ
れ
た
資
格
及
び
文
書
化
さ
れ
、
又
は
証
明
さ
れ
た
従
前
の
学
習
で
あ
っ
て
、
当
該
他
の
締
約
国
に

お
け
る
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
の
た
め
の
一
般
要
件
を
満
た
す
も
の
を
承
認
す
る
。
こ
れ
に
代
え
て
、
そ
の
承
認
は
、
他
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の
締
約
国
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
資
格
を
有
す
る
者
が
、
当
該
資
格
の
評
定
を
得
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
足
り
る
も

の
と
す
る
。

２

承
認
を
受
け
た
非
伝
統
的
な
学
習
形
態
を
通
じ
て
取
得
さ
れ
た
資
格
で
あ
っ
て
、
同
等
の
質
の
保
証
の
た
め
の
仕
組
み
の

対
象
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
の
規
則
に
従
い
、
伝
統
的
な
学
習
形
態
を
通
じ
て
取
得
さ
れ

た
同
様
の
資
格
に
適
用
す
る
基
準
と
同
一
の
基
準
を
用
い
て
評
定
す
る
。

３

資
格
が
取
得
さ
れ
た
締
約
国
に
お
い
て
、
当
該
資
格
に
よ
っ
て
特
定
の
種
類
の
高
等
教
育
機
関
に
入
学
し
、
又
は
特
定
の

種
類
の
高
等
教
育
課
程
を
受
講
す
る
機
会
の
み
が
与
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
各
締
約
国
は
、
実
質
的
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
と
き
を
除
く
ほ
か
、
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
資
格
を
有
す
る
者
に
対
し
、
自
国
の
高
等
教
育

制
度
に
お
い
て
類
似
の
特
定
の
種
類
の
高
等
教
育
機
関
に
入
学
し
、
又
は
類
似
の
特
定
の
種
類
の
高
等
教
育
課
程
を
受
講
す

る
機
会
を
与
え
る
。

第
五
条

高
等
教
育
の
資
格
の
承
認

１

各
締
約
国
は
、
承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
資
格
と
承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
に
お
け
る
こ
れ
に
相
当
す
る
資
格
と

の
間
に
実
質
的
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
他
の
締
約
国
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
高
等
教
育



16

の
資
格
を
承
認
す
る
。
こ
れ
に
代
え
て
、
そ
の
承
認
は
、
他
の
締
約
国
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
高
等
教
育
の
資
格
を
有
す
る

者
が
、
自
己
の
要
請
に
よ
っ
て
当
該
資
格
の
評
定
を
得
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
足
り
る
も
の
と
す
る
。

２

承
認
を
受
け
た
非
伝
統
的
な
学
習
形
態
を
通
じ
て
取
得
さ
れ
た
高
等
教
育
の
資
格
で
あ
っ
て
、
同
等
の
質
の
保
証
の
た
め

の
仕
組
み
の
対
象
と
な
り
、
か
つ
、
締
約
国
の
高
等
教
育
制
度
の
一
部
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
承
認
が
求
め
ら

れ
て
い
る
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
の
規
則
に
従
い
、
伝
統
的
な
学
習
形
態
を
通
じ
て
取
得
さ
れ
た
同
様
の
資
格
に
適
用

す
る
基
準
と
同
一
の
基
準
を
用
い
て
評
定
す
る
。

３

国
際
的
な
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
を
付
与
す
る
国
境
を
越
え
る
教
育
又
は
二
以
上
の
国
（
少
な
く
と
も
そ
の
一
は
、

締
約
国
と
す
る
。
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
他
の
共
同
課
程
を
通
じ
て
取
得
さ
れ
た
高
等
教
育
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
承
認

が
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
の
規
則
に
従
い
、
一
の
国
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
課
程
を
通
じ
て
取
得
さ

れ
た
資
格
に
適
用
す
る
基
準
と
同
一
の
基
準
を
用
い
て
評
定
す
る
。

４

締
約
国
が
他
の
締
約
国
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
高
等
教
育
の
資
格
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
承
認
は
、
当
該
資
格
を

有
す
る
者
に
対
し
、
少
な
く
と
も
次
の
い
ず
れ
か
の
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
す
る
。

承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
の
高
等
教
育
の
資
格
を
有
す
る
者
に
適
用
す
る
条
件
と
同
一
の
条
件
の
下
で
、
更
な

(a)
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る
高
等
教
育
へ
の
入
学
許
可
を
申
請
す
る
権
利
を
与
え
る
こ
と
。

承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
の
法
令
に
従
い
、
高
等
教
育
の
資
格
に
関
連
す
る
称
号
を
使
用

(b)
す
る
権
利
を
与
え
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
他
の
締
約
国
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
高
等
教
育
の
資
格
の
評
定
及
び
承
認
は
、
当
該
資
格
を
有
す
る
申
請
者

が
、
承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
の
法
令
に
従
っ
て
雇
用
の
機
会
を
求
め
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

５

権
限
の
あ
る
承
認
当
局
は
、
承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
資
格
と
承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
に
お
け
る
こ
れ
に
相
当

す
る
資
格
と
の
間
に
実
質
的
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
部
分
的
な
承
認
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
否
か
を
確
定
す
る
よ
う
努
め
る
。

６

各
締
約
国
は
、
国
境
を
越
え
る
教
育
又
は
自
国
の
管
轄
内
で
運
営
さ
れ
て
い
る
外
国
の
教
育
機
関
を
通
じ
て
取
得
さ
れ
た

高
等
教
育
の
資
格
に
つ
い
て
、
自
国
若
し
く
は
そ
の
構
成
単
位
の
法
令
が
定
め
る
特
定
の
要
件
又
は
自
国
と
当
該
教
育
機
関

の
本
国
で
あ
る
締
約
国
と
の
間
で
締
結
し
た
特
定
の
協
定
に
基
づ
い
て
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条

部
分
的
な
修
学
及
び
従
前
の
学
習
の
承
認
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１

各
締
約
国
は
、
他
の
締
約
国
に
お
い
て
取
得
さ
れ
た
文
書
化
さ
れ
、
又
は
証
明
さ
れ
た
部
分
的
な
修
学
又
は
従
前
の
学
習

と
承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
に
お
い
て
こ
れ
ら
が
代
替
す
る
で
あ
ろ
う
高
等
教
育
課
程
の
一
部
と
の
間
に
実
質
的
な

相
違
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
適
当
な
と
き
は
、
高
等
教
育
課
程
の
修
了
又
は
高
等
教
育
に
お
け

る
修
学
の
継
続
の
た
め
、
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
に
関
す
る
締
約
国
の
法
制
を
考
慮
し
つ
つ
、
当
該
部
分
的
な
修
学
又
は

従
前
の
学
習
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
代
え
て
、
そ
の
承
認
は
、
文
書
化
さ
れ
、
又
は
証
明
さ
れ
た
部
分
的
な

修
学
又
は
従
前
の
学
習
を
他
の
締
約
国
に
お
い
て
行
っ
た
個
人
が
、
自
己
の
要
請
に
よ
っ
て
当
該
部
分
的
な
修
学
又
は
従
前

の
学
習
の
評
定
を
得
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
足
り
る
も
の
と
す
る
。

２

承
認
を
受
け
た
非
伝
統
的
な
学
習
形
態
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
高
等
教
育
課
程
の
文
書
化
さ
れ
、
又
は
証
明
さ
れ
た
部
分

的
な
修
了
で
あ
っ
て
、
同
等
の
質
の
保
証
の
た
め
の
仕
組
み
の
対
象
と
な
り
、
か
つ
、
締
約
国
の
高
等
教
育
制
度
の
一
部
と

認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
の
規
則
に
従
い
、
伝
統
的
な
学
習
形
態
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

部
分
的
な
修
学
に
適
用
す
る
基
準
と
同
一
の
基
準
を
用
い
て
評
定
す
る
。

３

国
際
的
な
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
を
付
与
す
る
国
境
を
越
え
る
教
育
又
は
二
以
上
の
国
（
少
な
く
と
も
そ
の
一
は
、

締
約
国
と
す
る
。
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
他
の
共
同
課
程
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
た
高
等
教
育
課
程
の
文
書
化
さ
れ
、
又
は
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証
明
さ
れ
た
部
分
的
な
修
了
に
つ
い
て
は
、
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
の
規
則
に
従
い
、
一
の
国
に
お
い
て
行
わ
れ
た
部

分
的
な
修
学
に
適
用
す
る
基
準
と
同
一
の
基
準
を
用
い
て
評
定
す
る
。

第
七
条

難
民
及
び
避
難
民
の
部
分
的
な
修
学
及
び
資
格
の
承
認

各
締
約
国
は
、
難
民
及
び
避
難
民
が
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
、
更
な
る
高
等
教
育
課
程
を
受
講
す
る
機
会
又
は
雇
用
の
機

会
を
求
め
る
た
め
の
関
連
す
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
公
正
か
つ
効
率
的
に
評
定
す
る
た
め
の
合
理
的
な
手

続
（
他
の
国
に
お
い
て
行
っ
た
部
分
的
な
修
学
及
び
従
前
の
学
習
並
び
に
他
の
国
に
お
い
て
取
得
し
た
資
格
に
つ
き
証
拠
書
類

に
よ
っ
て
証
明
で
き
な
い
場
合
を
含
む
。
）
を
作
成
す
る
た
め
、
自
国
の
教
育
制
度
の
中
で
、
並
び
に
自
国
の
憲
法
上
及
び
法

令
上
の
規
定
に
従
い
、
必
要
か
つ
実
行
可
能
な
措
置
を
と
る
。

第
八
条

評
定
及
び
承
認
に
関
す
る
情
報

１

各
締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
内
で
取
得
さ
れ
た
資
格
及
び
学
習
成
果
に
関
す
る
完
全
な
説
明
の
た
め
の
透
明
性
の
あ
る
制

度
を
定
め
る
。

２

各
締
約
国
は
、
自
国
の
高
等
教
育
制
度
に
対
す
る
信
頼
及
び
信
用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
国
の
憲
法
上
及
び
法
令
上
の
状

況
及
び
構
造
に
基
づ
い
て
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
、
自
国
の
高
等
教
育
機
関
の
認
可
、
承
認
及
び
質
の
保
証
の
た
め
の
客
観
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的
な
か
つ
信
頼
で
き
る
制
度
を
設
け
る
。

３

各
締
約
国
は
、
自
国
の
高
等
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
関
連
す
る
情
報
で
正
確
な
か
つ
最
新
の
も
の
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
国
内
情
報
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
類
似
の
機
関
を
設
立
し
、
及
び
維
持
す
る
。

４

各
締
約
国
は
、
情
報
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
技
術
の
利
用
を
奨
励
す
る
。

５

各
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

適
当
な
場
合
に
は
、
自
国
の
高
等
教
育
制
度
、
資
格
、
質
の
保
証
及
び
資
格
の
枠
組
み
に
関
す
る
信
頼
す
べ
き
か
つ
正

(a)
確
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。

他
の
締
約
国
の
高
等
教
育
制
度
、
資
格
及
び
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
資
格
に
関
す
る
正
確
な
情
報
の
普
及

(b)
並
び
に
当
該
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
こ
と
。

適
当
な
場
合
に
は
、
自
国
の
法
令
及
び
政
策
に
従
い
、
承
認
事
項
（
資
格
の
評
定
の
た
め
の
基
準
及
び
手
続
を
含

(c)
む
。
）
及
び
承
認
に
係
る
良
い
慣
行
に
関
す
る
資
料
の
作
成
に
つ
い
て
、
助
言
及
び
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

自
国
の
高
等
教
育
制
度
に
属
す
る
機
関
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
資
格
の
質
が
他
の
締
約
国
に
お
い
て
当
該
資
格
の
承
認

(d)
が
求
め
ら
れ
た
場
合
に
当
該
承
認
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
当
該
他
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当



21

局
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
機
関
及
び
こ
れ
ら
の
機
関
が
提
供
す
る
課
程
に
関
す
る
適

切
な
情
報
が
合
理
的
な
期
間
内
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

第
九
条

申
請
の
評
定

１

適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
責
任
は
、
第
一
に
申
請
者
が
負
う
。
当
該
申
請
者
は
、
誠
意
を
も
っ
て
当
該
情
報
を
提
供
す

る
。

２

各
締
約
国
は
、
自
国
の
教
育
制
度
に
属
す
る
機
関
が
、
入
手
可
能
な
範
囲
内
で
、
要
請
に
応
じ
、
合
理
的
な
期
間
内
に
及

び
無
償
で
、
資
格
を
有
す
る
者
又
は
承
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
締
約
国
の
機
関
若
し
く
は
権
限
の
あ
る
承
認
当
局
に
対
し
て

関
連
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

３

各
締
約
国
は
、
承
認
に
つ
い
て
の
評
定
を
行
う
機
関
が
、
申
請
が
要
件
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
又
は
実
質
的
な
相
違
が
あ

る
場
合
に
、
当
該
申
請
が
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
理
由
又
は
当
該
実
質
的
な
相
違
が
特
定
さ
れ
た
箇
所
を
証
明
す
る
こ
と

を
確
保
す
る
。

第
十
条

権
限
の
あ
る
承
認
当
局
に
関
す
る
情
報

１

各
締
約
国
は
、
自
国
の
管
轄
内
の
承
認
事
項
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
権
限
の
あ
る
当
局
に
つ
い
て
、
こ
の
規
約
の
寄
託
者
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に
正
式
に
通
報
す
る
。

２

締
約
国
に
中
央
の
権
限
の
あ
る
承
認
当
局
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
当
該
中
央
の
権
限
の
あ
る
承
認
当
局
は
、
こ
の
規
約

に
直
ち
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
当
該
締
約
国
の
管
轄
内
に
お
け
る
こ
の
規
約
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
と
る
。

３

締
約
国
は
、
承
認
事
項
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
権
限
が
自
国
の
構
成
単
位
に
あ
る
場
合
に
は
、
署
名
の
時
又
は
批
准
書
、

受
諾
書
、
承
認
書
若
し
く
は
加
入
書
の
寄
託
の
時
に
自
国
の
憲
法
上
の
状
況
又
は
構
造
に
関
す
る
簡
潔
な
説
明
を
寄
託
者
に

提
出
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
の
い
か
な
る
変
更
に
つ
い
て
も
簡
潔
な
説
明
を
寄
託
者
に
提
出
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当

該
構
成
単
位
の
指
定
さ
れ
た
権
限
の
あ
る
承
認
当
局
は
、
当
該
締
約
国
の
憲
法
上
の
状
況
及
び
構
造
に
お
い
て
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
、
当
該
締
約
国
の
管
轄
内
に
お
け
る
こ
の
規
約
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
。

４

各
締
約
国
又
は
そ
の
構
成
単
位
は
、
承
認
事
項
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
権
限
が
個
別
の
高
等
教
育
機
関
そ
の
他
の
機
関
に

あ
る
場
合
に
は
、
自
国
の
憲
法
上
の
状
況
又
は
構
造
に
従
い
、
こ
の
規
約
の
本
文
を
こ
れ
ら
の
機
関
に
送
付
し
、
並
び
に
こ

の
規
約
に
対
す
る
好
意
的
な
考
慮
及
び
こ
の
規
約
の
適
用
を
奨
励
す
る
た
め
の
全
て
の
必
要
な
措
置
を
と
る
。

５

２
か
ら
４
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
規
約
に
定
め
る
締
約
国
の
義
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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第
十
一
条

高
等
教
育
課
程
へ
の
入
学
許
可
の
た
め
の
追
加
的
な
要
件

１

関
係
す
る
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
特
定
の
高
等
教
育
課
程
へ
の
入
学
許
可
が
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
の
た
め

の
一
般
要
件
に
加
え
て
特
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
か
否
か
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
他
の
締
約
国
に
お
い
て
取
得

さ
れ
た
資
格
を
有
す
る
者
に
同
一
の
特
定
の
要
件
を
課
し
、
又
は
他
の
締
約
国
に
お
い
て
取
得
さ
れ
た
資
格
を
有
す
る
申
請

者
が
同
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
評
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

一
の
締
約
国
に
お
い
て
、
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
の
前
提
と
し
て
の
追
加
的
な
資
格
試
験
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
の
み
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
る
資
格
が
付
与
さ
れ
る
場
合
に
は
、
他
の
締
約
国
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
自

国
に
お
け
る
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
の
条
件
と
し
、
又
は
自
国
の
教
育
制
度
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
追
加
的
な
要
件
を
満

た
す
た
め
の
代
替
的
な
措
置
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

特
定
の
高
等
教
育
機
関
又
は
当
該
高
等
教
育
機
関
内
の
特
定
の
課
程
へ
の
入
学
許
可
に
つ
い
て
は
、
公
正
な
か
つ
透
明
性

の
あ
る
規
則
に
従
い
、
制
限
的
又
は
選
択
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
な

い
。

４

３
の
規
定
に
関
し
、
入
学
許
可
の
手
続
は
、
外
国
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
資
格
の
評
定
が
第
三
条
に
定
め
る
透
明
性
、
公
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正
性
及
び
無
差
別
の
原
則
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

５

特
定
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
入
学
許
可
に
つ
い
て
は
、
資
格
を
有
す
る
者
が
当
該
高
等
教
育
機
関
の
一
又
は
二
以
上
の
教

授
言
語
そ
の
他
特
定
の
言
語
に
つ
い
て
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
第
四
条
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
な
い
。

６

各
締
約
国
は
、
高
等
教
育
課
程
へ
の
入
学
許
可
の
た
め
、
自
国
の
管
轄
内
で
運
営
さ
れ
て
い
る
外
国
の
教
育
機
関
に
よ
っ

て
付
与
さ
れ
た
資
格
に
つ
い
て
、
自
国
若
し
く
は
そ
の
構
成
単
位
の
法
令
が
定
め
る
特
定
の
要
件
又
は
自
国
と
当
該
教
育
機

関
の
本
国
で
あ
る
締
約
国
と
の
間
で
締
結
し
た
特
定
の
協
定
に
基
づ
い
て
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

実
施
組
織
及
び
協
力

第
十
二
条

実
施
組
織

締
約
国
は
、
次
の
も
の
を
通
じ
、
又
は
次
の
も
の
と
協
力
し
て
こ
の
規
約
を
実
施
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。

１

国
内
の
実
施
組
織

２

国
内
の
実
施
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

３

認
定
、
質
の
保
証
、
資
格
の
枠
組
み
及
び
資
格
の
承
認
の
た
め
の
国
家
的
、
地
域
的
及
び
世
界
的
な
機
関
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４

締
約
国
の
政
府
間
会
議

５

承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
の
委
員
会

第
十
三
条

国
内
の
実
施
組
織

１

締
約
国
は
、
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
を
容
易
に
す
る
た
め
、
関
連
す
る
機
関
（
国
内
情
報
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
類
似
の
機

関
を
含
む
。
）
を
通
じ
て
こ
の
規
約
を
実
施
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

２

各
締
約
国
は
、
締
約
国
の
政
府
間
会
議
の
事
務
局
に
対
し
、
自
国
の
国
内
の
実
施
組
織
及
び
そ
の
変
更
を
通
報
す
る
。

３

国
内
の
実
施
組
織
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
及
び
当
該
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
。

第
十
四
条

国
内
の
実
施
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

１

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
締
約
国
の
政
府
間
会
議
の
枠
組
み
の
下
で
、
締
約
国
の
国
内
の
実
施
組
織
に
よ
り
構
成
す
る
も
の
と

し
、
こ
の
規
約
の
実
際
的
な
実
施
を
支
持
し
、
及
び
支
援
す
る
。

２

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
要
請
に
応
じ
、
締
約
国
に
対
し
て
情
報
交
換
、
能
力
開
発
及
び
技
術
支
援
を
提
供
す
る
。

３

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
の
規
約
に
基
づ
く
地
域
間
の
協
力
を
強
化
す
る
よ
う
努
め
、
及
び
締
約
国
の
政
府
間
会
議
と
の
連

携
を
支
持
す
る
。
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４

締
約
国
は
、
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
を
通
じ
て
設
立
さ
れ
た
既
存
の
地
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
、
又
は
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
存
の
地
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
は
、
関
連
す
る
承
認
に
関
す

る
地
域
規
約
の
委
員
会
の
同
意
を
条
件
と
す
る
。

第
十
五
条

締
約
国
の
政
府
間
会
議

１

締
約
国
の
政
府
間
会
議
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
会
議
」
と
い
う
。
）
を
設
立
す
る
。

２

会
議
は
、
全
て
の
締
約
国
の
代
表
者
に
よ
り
構
成
す
る
。

３

締
約
国
で
な
い
国
及
び
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
の
委
員
会
の
長
は
、
会
議
の
会
合
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る

よ
う
招
請
さ
れ
る
。

４

関
連
す
る
国
際
機
関
及
び
地
域
的
な
機
関
の
代
表
者
並
び
に
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
の
分
野
で
活
動
す
る
政
府
機
関
及

び
非
政
府
機
関
の
代
表
者
に
つ
い
て
も
、
会
議
の
会
合
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
す
る
よ
う
招
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

５

会
議
は
、
少
な
く
と
も
二
年
ご
と
に
通
常
会
期
と
し
て
会
合
す
る
。
会
議
は
、
自
ら
決
定
す
る
と
き
又
は
締
約
国
の
少
な

く
と
も
三
分
の
一
が
要
請
す
る
と
き
は
、
臨
時
会
期
と
し
て
会
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
会
議
は
、
会
期
と
会
期
と
の
間
に
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お
け
る
活
動
に
関
す
る
暫
定
的
な
作
業
計
画
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
会
議
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
総
会
の
通
常
会
期
ご
と
に
報

告
書
を
提
出
す
る
。

６

会
議
は
、
こ
の
規
約
が
効
力
を
生
じ
た
後
二
年
以
内
に
第
一
回
会
合
と
し
て
会
合
し
、
当
該
会
合
の
際
に
会
議
の
手
続
規

則
を
採
択
す
る
。

７

会
議
は
、
世
界
的
な
又
は
地
域
間
の
段
階
に
お
け
る
勧
告
、
宣
言
、
良
い
慣
行
の
ひ
な
形
そ
の
他
の
関
連
す
る
補
助
文
書

を
採
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
規
約
の
適
用
を
促
進
し
、
及
び
こ
の
規
約
の
実
施
を
監
督
す
る
。

８

会
議
は
、
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
の
委
員
会
と
協
議
の
上
、
締
約
国
の
た
め
の
運
用
指
針
を
採
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

９

会
議
は
、
こ
の
規
約
の
実
施
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
管
理
機
関
に
よ
る
監
視
及
び
当
該
機
関
へ
の
報
告
に
関
連
す
る
活
動

の
実
施
を
支
援
す
る
。

会
議
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
枠
組
み
の
下
で
、
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
の
委
員
会
と
協
力
す
る
。

10

会
議
は
、
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
の
委
員
会
と
の
間
で
必
要
な
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
を
確
保
す
る
。

11

会
議
は
、
第
二
十
三
条
の
規
定
に
従
い
、
こ
の
規
約
の
改
正
案
を
採
択
の
た
め
に
検
討
す
る
。
採
択
さ
れ
た
改
正
は
、
こ

12
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の
規
約
に
定
め
る
透
明
性
の
あ
る
、
公
正
な
、
時
宜
を
得
た
及
び
無
差
別
な
承
認
の
原
則
を
損
な
う
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

会
議
の
事
務
局
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
が
提
供
す
る
。
事
務
局
は
、
会
議
の
書
類
を
準
備
し
、
会
議
の
会
合
の
議
題
案

13
を
作
成
し
、
及
び
会
議
の
決
定
の
実
施
を
確
保
す
る
。

第
六
章

最
終
規
定

第
十
六
条

加
盟
国
に
よ
る
批
准
、
受
諾
又
は
承
認

１

こ
の
規
約
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
加
盟
国
及
び
バ
チ
カ
ン
市
国
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
憲
法
上
及
び
法
令
上
の
手
続
に

従
っ
て
批
准
さ
れ
、
受
諾
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

批
准
書
、
受
諾
書
又
は
承
認
書
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
。

第
十
七
条

加
入

１

こ
の
規
約
は
、
全
て
の
ユ
ネ
ス
コ
の
非
加
盟
国
で
あ
っ
て
、
国
際
連
合
加
盟
国
で
あ
り
、
か
つ
、
ユ
ネ
ス
コ
の
総
会
が
招

請
す
る
も
の
に
よ
る
加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

２

こ
の
規
約
は
、
ま
た
、
国
際
連
合
に
よ
り
完
全
な
内
政
上
の
自
治
権
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
国
際
連
合
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総
会
決
議
第
千
五
百
十
四
号
（
第
十
五
回
会
期
）
に
基
づ
く
完
全
な
独
立
を
達
成
し
て
い
な
い
地
域
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
約

に
よ
り
規
律
さ
れ
る
事
項
に
関
す
る
権
限
（
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
条
約
を
締
結
す
る
権
限
を
含
む
。
）
を
有
す
る
も
の

に
よ
る
加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

３

加
入
書
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
。

第
十
八
条

効
力
発
生

１

こ
の
規
約
は
、
二
十
番
目
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
が
寄
託
さ
れ
た
日
の
後
三
箇
月
で
、
そ
の
寄
託
の

日
以
前
に
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
締
約
国
に
つ
い
て
の
み
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
規
約
は
、
１
に
規
定
す
る
締
約
国
以
外
の
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
を

寄
託
し
た
日
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

第
十
九
条

締
約
国
と
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
及
び
他
の
条
約
の
当
事
国
と
の
関
係

１

承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
の
批
准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
又
は
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
へ
の
加
入
は
、
こ
の
規
約
の
批

准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
又
は
こ
の
規
約
へ
の
加
入
の
前
提
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。
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こ
の
規
約
と
当
該
締
約
国
が
当
事
国
で
あ
る
他
の
条
約
（
特
に
、
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
）
と
の
間
の
相
互
支
援
を

(a)
促
進
す
る
こ
と
。

当
該
締
約
国
が
当
事
国
で
あ
る
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
を
解
釈
し
、
及
び
適
用
す
る
場
合
又
は
他
の
国
際
的
な
義
務

(b)
を
負
う
場
合
に
、
こ
の
規
約
の
関
連
す
る
規
定
を
考
慮
す
る
こ
と
。

３

こ
の
規
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
締
約
国
が
当
事
国
で
あ
る
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
及
び
他
の
条
約
に
基
づ
く
当
該
締

約
国
の
権
利
及
び
義
務
を
変
更
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

こ
の
規
約
、
承
認
に
関
す
る
地
域
規
約
、
他
の
関
連
す
る
二
国
間
又
は
多
数
国
間
の
協
定
及
び
締
約
国
が
当
事
国
で
あ

り
、
又
は
当
事
国
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
他
の
現
行
又
は
将
来
の
条
約
の
間
に
お
け
る
一
貫
し
た
相
互
作
用
を
確
保
す
る
た

め
、
こ
の
規
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
承
認
に
つ
い
て
よ
り
有
利
な
規
定
（
特
に
、
国
内
情
報
セ
ン
タ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

及
び
実
質
的
な
相
違
に
関
す
る
規
定
）
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
条

憲
法
上
の
連
邦
制
又
は
非
単
一
制

国
際
協
定
が
締
約
国
を
そ
の
憲
法
上
の
制
度
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
ひ
と
し
く
拘
束
す
る
こ
と
を
認
識
し
、
次
の
規
定
は
、
憲

法
上
連
邦
制
又
は
非
単
一
制
を
と
っ
て
い
る
締
約
国
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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こ
の
規
約
の
規
定
の
う
ち
、
連
邦
又
は
中
央
の
立
法
機
関
の
立
法
権
の
下
で
実
施
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
連
邦
又

(a)
は
中
央
の
政
府
の
義
務
は
、
連
邦
制
を
と
っ
て
い
な
い
締
約
国
の
義
務
と
同
一
と
す
る
。

こ
の
規
約
の
規
定
の
う
ち
、
締
約
国
の
構
成
単
位
（
州
、
郡
、
県
等
）
の
権
限
の
下
で
実
施
さ
れ
、
か
つ
、
連
邦
の
憲

(b)
法
制
度
に
よ
っ
て
当
該
構
成
単
位
が
立
法
措
置
を
と
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
連
邦
の
政

府
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
構
成
単
位
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
、
採
択
に
つ
い
て
の
勧
告
を
付
し
て
当
該
規
定
を
通

報
す
る
。

第
二
十
一
条

廃
棄

１

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
い
つ
で
も
こ
の
規
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

廃
棄
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
文
書
に
よ
り
通
告
す
る
。

３

廃
棄
は
、
廃
棄
書
の
受
領
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。
廃
棄
は
、
脱
退
が
効
力
を
生
ず
る
日
ま
で
は
、
こ
の
規
約

を
廃
棄
す
る
締
約
国
が
こ
の
規
約
に
従
っ
て
負
う
義
務
に
い
か
な
る
影
響
も
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

４

こ
の
規
約
の
廃
棄
は
、
次
の
事
項
に
い
か
な
る
影
響
も
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
規
約
に
従
っ
て
既
に
行
わ
れ
た
承
認
に
つ
い
て
の
決
定

(a)
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こ
の
規
約
に
従
っ
て
な
お
進
行
中
の
承
認
に
つ
い
て
の
評
定

(b)

第
二
十
二
条

寄
託

ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
は
、
こ
の
規
約
の
寄
託
者
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
加
盟
国
及
び
第
十
七
条
に
規
定
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
非

加
盟
国
並
び
に
国
際
連
合
に
対
し
、
次
の
事
項
を
通
報
す
る
。

第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
に
規
定
す
る
全
て
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
及
び
加
入
書
の
寄
託

(a)

前
条
に
規
定
す
る
廃
棄

(b)

次
条
の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
こ
の
規
約
の
改
正
及
び
同
条
の
規
定
に
従
っ
て
提
案
さ
れ
た
当
該
改
正
が
効
力
を

(c)
生
ず
る
日
の
日
付

第
二
十
三
条

改
正

１

締
約
国
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
に
宛
て
た
書
面
に
よ
る
通
報
に
よ
り
、
こ
の
規
約
の
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
同
事
務
局
長
は
、
全
て
の
締
約
国
に
当
該
通
報
を
送
付
す
る
。
同
事
務
局
長
は
、
当
該
通
報
の
送
付
の
日
か
ら
六
箇
月

以
内
に
締
約
国
の
二
分
の
一
以
上
が
そ
の
要
請
に
好
意
的
な
回
答
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
審
議
及
び
あ
り
得
る
採
択
の
た

め
、
締
約
国
の
政
府
間
会
議
の
次
の
会
期
に
そ
の
提
案
を
提
出
す
る
。
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２

改
正
は
、
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
採
択
す
る
。

３

こ
の
規
約
の
改
正
は
、
採
択
さ
れ
た
後
は
、
締
約
国
に
対
し
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
の
た
め
に
送
付
す
る
。

４

こ
の
規
約
の
改
正
は
、
当
該
改
正
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
若
し
く
は
承
認
し
、
又
は
当
該
改
正
に
加
入
し
た
締
約
国
に
つ

い
て
は
、
締
約
国
の
三
分
の
二
が
３
に
規
定
す
る
文
書
を
寄
託
し
た
日
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。
当
該
改
正
は
、
そ

の
後
に
当
該
改
正
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
若
し
く
は
承
認
し
、
又
は
当
該
改
正
に
加
入
す
る
各
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の

批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
日
の
後
三
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

５

４
の
規
定
に
よ
り
改
正
が
効
力
を
生
じ
た
後
に
締
約
国
と
な
る
国
は
、
別
段
の
意
思
を
表
明
し
な
い
限
り
、
次
の
も
の
と

み
な
す
。

改
正
さ
れ
た
こ
の
規
約
の
締
約
国

(a)

改
正
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い
締
約
国
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
改
正
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
規
約
の
締
約
国

(b)

第
二
十
四
条

国
際
連
合
へ
の
登
録

こ
の
規
約
は
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
の
要
請
に
よ
り
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
国
際
連
合
事
務
局
に

登
録
す
る
。
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第
二
十
五
条

正
文

こ
の
規
約
は
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ

り
作
成
す
る
。

以
上
は
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
の
総
会
が
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
て
二
千
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
に
閉
会
を
宣
言

さ
れ
た
そ
の
第
四
十
回
会
期
に
お
い
て
、
正
当
に
採
択
し
た
規
約
の
真
正
な
本
文
で
あ
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
我
々
は
、
署
名
し
た
。

総
会
議
長

ア
ル
タ
イ
・
セ
ン
ギ
ザ
ー

事
務
局
長

オ
ド
レ
ー
・
ア
ズ
レ
ー
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